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事業内容

１．出張型災害疑似体験教育
（１）開催期間：2011年4月11日～2011年12月20日（２６回実施）
（２）内容：受講者のいる造船所の構内へ教育に必要な機材・設備を専用トラックで搬入し、教育を実施するもので、専門インストラクターが下記の災害疑似体験教育を指導する。今年度は計２６回（延べ２６日間）2,228名が受講した。
　　①高所危険体感・・・５ｍ墜落衝撃体感、飛来落下危険体感、垂直ﾀﾗｯﾌﾟ昇降危険体感、

安全帯ぶら下がり体感、安全帽衝撃体感
　　②玉掛け作業危険体感・・・吊荷落下危険体感、手指挟まれ危険体感、荷振れ・激突危険体感、重量物運搬腰痛危険体感、溶接ヒューム危険体感
③回転体危険体感・・・稼働設備清掃巻込まれ危険体感、回転体巻込まれ強さ体感、高速回転巻込まれ危険体感、ﾛｰﾗｰﾁｪﾝ巻込まれ危険体感、ドリル巻込まれ危険体感
④電気危険体感・・・低圧電気危険体感、蛸足配線・過電流危険体感、モーター漏電危険体感、
ビニールコード損傷危険体感、通電電気機器移動危険体感
⑤防塵・防毒マスクの正しい装着体感・・・正しい装着方法の指導、密着性の重要性、最新マスクフィッティングテスターを活用した密着性の体験
⑥安全帯・ヘルメットの正しい装着体感・・・正しい装着方法の指導、安全チェックシートによる日常点検講習、安全帯の危険度評価

※①～⑥の所要時間　　３時間３０分
（3） 実施対象会員名・実施場所住所・実施日付・受講者数
①サノヤス水島事業協同組合　岡山県倉敷市児島塩生２７６７－２１

　 4月11日(月) ・12日(火)　受講者２００名
②アイ・エイチ・アイマリンユナイテッド横浜協力会　神奈川県横浜市磯子区新杉田町１２
　4月20日(水)　受講者９１名
③三浦造船協力事業協同組合　長崎県佐世保市立神町２２
　5月23日(月)・24日(火)　受講者１０８名
④ユニバーサル造船京浜協力会　神奈川県横浜市鶴見区末広町２－１
　6月23日(木) ・24日(金)　受講者１７５名
⑤函館どつく安全衛生協力会　北海道函館市弁天町２０－３
7月4日(月) ・5日(火)　受講者１０５名
⑥サノヤス水島事業協同組合　岡山県倉敷市児島塩生２７６７－２１
7月26日(火) ・27日(水)　受講者２００名
⑦ヒッツ･ユニバーサル因島事業協同組合　広島県尾道市因島土生町２４１８－２
7月28日(木)　受講者９７名
⑧ユニバーサル造船舞鶴事業協同組合　京都府舞鶴市字余部下１１８０
9月16日(金) ・17日(土)　受講者１７３名
⑨ユニバーサル造船㈱津事業所協力会　三重県津市雲出鋼管町１
9月19日(月) ・20日(火)　受講者１７７名
⑩協同組合アイ・エイチ・アイ相生協力会　兵庫県相生市相生５２９２(株)IHI相生事務所内
9月26日(月) ・27日(火)　受講者１９１名
⑪佐伯プラント船舶事業協同組合　大分県佐伯市大字木立６２６５－１ 寿工業(株)内
9月28日(水)　受講者５３名
⑫本田重工業協力会　大分県佐伯市葛港３－２０(株)ムサシ機電 気付
9月29日(木) ・30日(金)　受講者１４４名
⑬福岡造船株式会社長崎協力会　長崎県長崎市新小が倉１－１－１(株)菱陽商事内
11月22日(火)　受講者１００名
⑭協同組合三菱長船協力会　長崎県長崎市飽の浦町１－１
11月24日(木) ・25日(金)　受講者２１４名
⑮大造協力事業協同組合　長崎県西海市大島町１６０５－１

11月28日(月)　受講者９６名
⑯トヨシップ事業協同組合　愛知県豊橋市明海町２２
12月2日(金)　受講者１０４名
	　


事業目標の達成状況

1 労働災害の抑止効果
　　当事業は３年目の実施となり、当プログラム内容としては最終年度となった。３年間の助成事業での受講者は６，９２０名となり、自主事業での実施を含めると累計の受講者は８，０００名以上となった。現在までのところ受講者のなかで重大災害に被災したという報告は皆無である。また、休業８日以上の災害についても平成１９年以降減少していることから会員全体への教育効果も顕著にでていると考えられる。

2 当会の教育の高い信頼性
　　当事業のプログラムは災害疑似体験教育のエキスパートである「住金マネジメント」が主要内容を実施することに加えて、災害から身を守る最後の砦である「保護具」についての教育を「重松製作所」と「谷沢製作所」のベテランインストラクターに担当させて質の高い教育を実現した。
③オリジナリティのあるプログラムによる認知度の向上
　　当事業の影響により、災害疑似体験施設を敷地内に設ける「元請造船所」や「地域造船技能センター」等の類似施設が多く見られるようになった。このように災害疑似体験教育は造船業界の現場安全教育の主力となっており当事業の波及効果は絶大である。そうしたなかで「日造協」の災害疑似体験教育は年々新規内容を取り入れてオリジナリティのあるプログラムを実施してきた。当会は災害疑似体験教育については先駆者的な評価得ており、業界における団体としての認知度の向上に大きく貢献している。
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出張型災害疑似体験教育レギュラープログラム

出張型災害疑似体験教育実施写真

出張型災害疑似体験教育の成果（平成２２年度）

※各回の内容は写真付きでＣＡＮＰＡＮブログ「安全ひろば」で公開済み
